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ままええががききとと本本書書のの構構成成

筆者は、技術について、｢自然法則を利用して開発を行い、その成

果につき、必要なら特許を取得して、利を図り、社会にも貢献する

もの｣という視点で考える。この意味で本書の題名を｢開発に向けた

技術論｣とする。自然法則は、物理と化学の原理が典型である。

また、筆者は、これまで一貫して上記、端的には、技術の内容に

ついて、次のような著作を著わし、関連する論文も発表してきた。

a. 『知的資産経営の法律知識－知的財産法の実務と考え方－』(2009、

三和書籍 )(本書では、｢知的資産経営本｣と略す )

b.『発明 /共同発明に成立と共同発明者の認定から評価・処遇へ－

一般・実験・共同発明の場合の発明者認定と共同発明者間の寄

与割合算定の基準・手順－』 (2012、一般財団法人経済産業調査

会 )(本書では、｢発明者認定本｣と略す )

c .『統一的に考える進歩性とクレーム解釈－｢物理・化学の原理と

その利用のし方｣と｢物体系・物質系の発明の分類から｣－』 (2017、

経済産業調査会 )』 (本書では、｢統一解釈本｣と略す )

d .『物体系と物質系の特許発明と技術－発明の解明とし方のため

の外観・性質からの分類－』(2020、経済産業調査会 )(本書では、

｢物体系物質系本｣と略す )

e.『技術と発明と特許のあいだ－実務に役立つ技術論の体系的考え

－』 (2021、経済産業調査会」 )(本書では、｢あいだ本｣と略す）

f .『技術からの法律と経済・経営と社会のひとつの見方－包括的な

技術論の試み－』 (2022、経済産業調査会 )(本書では、｢見方本｣

と略す )

g.『理科的文科人のすすめ－より充実した社会活動を行うための文系

と理系の素養を求めて－』 (2025、 (株 )幻冬舎メディアコンサル

ティング )(本書では、｢理科的文科人本｣と略す )

なお、 b.c .d .e . f .については、ほぼ同内容の英語の著作もある (本書

巻末の著者略歴を参照いただきたい。 b .に関しては、英語版では PBP(プロダ
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クト･バイ･プロセス )クレームについても加わっている )。

本書は、この視点で筆者の従来述べて来たところを整理して開発

に向けた技術論として要旨を集成したものである。ただし、上記各

著作では、技術・発明を特許制度との関連で論じている記述が多い。

特許は、技術・発明のエッセンスの面がある。また、技術開発は、

発明を成立させて特許の取得を目標とする。したがって、本書で述

べる技術論では、上記著作の特許関連、特に技術・発明の特許化の

記述を援用しているところがある。逆に、特許法・特許制度の解釈

には直ちに有用なところがある。しかし、必ずしも詳細には及ばず、

詳細は、上記著作の該当箇所を参照いただきたい。同箇所は適宜文

中に示す。

また、本書では、各所で述べてあることが、なるべく関連付けて

理解できるように努めた。現在、問題となっている分野、興味深い

と思われる分野の叙述も含めるように配慮した。

本書の構成の概要は、次の４編のとおりである (詳しくは、目次 (概

要 )を参照いただきたい )。

第Ⅰ編本書の開発に向けた技術論 (以下｢本書の技術論｣、「筆者 (著

者 )の技術論｣または｢本技術論｣ともいう。誤解を生じ難い場合は単

に｢技術論｣ともいう )の構成は、本書の技術論の基本を示す。本編で

は、発明・技術・特許の定義・差異から出発し、本書の最も重要か

つ新規な概念である技術・発明のエッセンスを経て、｢技術を考察す

る基準｣に至る。本書の技術論は、技術・発明のエッセンスと技術を

考察する基準とから成る。なお、本書では、発明は技術のうち優れ

たものとし、したがって、基本的に、｢技術・発明の｣ (エッセンス )

とあるのは、｢技術の｣(エッセンス )と同義に解してよい。

第Ⅱ編開発に向けた技術論の特許・優れた技術の見出し方等への

適用は、本書の技術論の特許等への具体的適用を示す。

第Ⅲ編は、本書の技術論と経営・国家・社会・国際関係を示す。

第Ⅳ編は、技術論から進んで社会システム論への一つの考え方を
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示す。

本書の副題｢技術・発明の解明と特許・経営への利用から社会シス

テム論へ｣は、本書の構成を総合的に示したものである。

本書は従来の考察の集成であるところから、特許関連の議論など

やや細部に及ぶところがある (例、PBPクレーム )。しかし、そこに余

り拘泥しなくてよいと思われる。本書の技術論が、全体として、技

術の分析から出発してその本質に基づいて得られたこと、それ故に

特許関連の議論に有用なこと、さらに経営・経済を経て社会システ

ム論に至るところが分かっていただけたらよい。

本書は、新たな知見も加えたが、基本的に従来の筆者の技術論の

主張の集成であるので、筆者の従来の著述と重複するところがある

ことを御了承いただきたい。

なお、本書は技術論の整理・集成が主眼であるので、法律、審査

基準等の詳細な引用は避けた。より詳しくは、前記拙著を参照いた

だきたい。

本書中、第Ⅰ編の第２、第３章 (技術のエッセンス⑴⑵ )は特に新

規であり、第５、第６、第７章 (技術を考察する基準⑴⑵⑶ )も同様

である。第Ⅳ編の第 20から第 22章の社会システム論は、技術論を踏

まえ、もう一つの指針としてエントロピーの理論も加えたものであ

る。

筆者の開発に向けた技術論は、大学院工学系研究科工業化学専門

課程修士課程での極低温からの物質の熱容量の測定、勤務した企業

の工場・研究所での業務、弁護士・弁理士として特許権侵害訴訟・

特許出願等を扱い、特に職務発明訴訟で、発明の成立・発明者 /共同

発明者の認定・共同発明者の寄与割合の検討等の経験をきっかけ及

び背景として考察を進めて形成されたものである。

補言すると、筆者の学生時代の専門は工業化学であるが、社会に

出て、工場での勤務を通じ (機械系・建設系 )、物質系と物体系の技

術を扱ってきた。これら経験も本書の執筆に役立っていると考える。

また、筆者は、弁護士・弁理士業務を行う間に、｢画期的な発明の
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生まれる素地｣はどのようなものかを探ってきた。画期的な発明かど
うかは社会に受け入れられる結果によるので、その素地の探究が実
際的と考えた(第13章２)。さらに、(企業内での)｢包括的な技術評価｣
の重要性を考えた (第 16章４⑴⑵ )。これは、特許法の定める職務発
明を含むがこれに留まらないさらに広義の評価である。本書は、こ
れらについての一応の考えを示すものである。

かつて、ある裁判官が、｢これからは国際化が一層進展し…先⼿を
取る意味で、我が国からも司法分野における地球的基準の一翼とな
るものを発信するくらいの気構えが欲しいところである｣と論じた(小
林啓二｢判決文の作成について｣判例タイムズ№1021(2000)p.６) 。
筆者の開発に向けた技術論とその特許法への適用は技術の本質に

基づくものであり、その議論及びそこで得られたところ (基準 )は普
遍的に通用すると考えられ、上記裁判官の言と共通するところがあ
る(筆者は、｢地球的基準｣を｢世界的基準｣とする)。

本書が成るについては、⻑きにわたって、筆者が、筆者の事務所
の所員及び友⼈知⼈から、資料の収集を受け、有益な議論を行い、
適切なアドバイスをいただいた成果によるところが大きい。これら
各位に対し、心からお礼を申し上げる。また、本書の出版をお引き
受けいただき、種々アドバイスをいただいた⻘⼭ライフ出版株式会
社の関係各位に対して、謝意を申し上げる。
(本文中に取り上げる⼈物の敬称は省略する)

2026(令和８)年3月1日
弁護士・弁理士・工学修士

影 ⼭ 光太郎
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